
きららネット阿知須

工事担当の指導による直営施工 「阿知須くりまさる」のスープづくりに挑戦

経 緯

○昭和50年代に、ほ場整備を実施
したが、近年、施設の老朽化や
農業者の高齢化等で農用地等
の地域資源を保全管理すること
が困難となった。

○平成19年の農地・水・環境保全
向上対策開始を受け、旧阿知須
町全域を活動エリアとする地域
交流型活動組織として誕生。

取組内容

○農業者及び非農業者が一体となった草刈り
や水路の泥上げ等の共同活動。（年２回、
春と秋）

○地域特産品のかぼちゃ「阿知須くりまさる」
の栽培や大根の「寒漬け」づくり等の出前授
業を地元小学校２校で実施。

○地域の人材を活用し、組織内に工事担当部
局を設置。

○活動参加者が不足する集落に組織内有志
による「援農隊」を派遣。

活動の効果

○共同活動として、広報誌を配布しての活動ＰＲや参加者募集や非農業者に対する啓
発・普及活動を行い、地域全体での保全管理への取り組みが進んだ。このような活
動が地域住民活動として定着してきている。

○播種から収穫、調理までの一環した体験を子供たちに提供する食農教育により、伝
統とおいしさの輪を繋いでいる。

山口市阿知須2743番地（山口市阿知須土地改良区内） Ｔｅｌ：（事務局） 0836-65-4380

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県山口市

認定農業者等が営農活動や後継者育成に集中できる環境づくりを地域をあげて支援
していきたい。

～１００年後に豊かな環境と景観を引き継ごう～

あ じ す

地域の人材活用
教育機関
との連携

や ま ぐ ち 農村環境・
景観保全６

奨励賞
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エシカルバンブー株式会社

代表自ら放置竹林の伐採 竹で地域を元気にする総合施設「竹LABO」

経 緯

○放置竹林問題を相談されたことが
きっかけとなり、竹が持続可能で
有益な資源（竹財）として活用でき
ることに着目し、竹の有効活用事
業に取り組んだ。竹を現在の日用
品として活用する流れを整えるこ
とで、森を整備し再生する事を目
的として真のエシカルなものづくり
を目指した。

取組内容

○竹の無限大の可能性を活かした商品企画・
製造・販売。（天然成分100％の竹洗剤、竹
繊維100％のタオル、アウトドアスプレー等）

○竹の抗菌剤の開発をはじめ、地域企業との
コラボ商品の開発等。

○竹関連事業者の支援及び次世代に繋ぐ竹
育や情報発信を行う「竹ＬＡＢＯ」（宇部市）
の総合監修・運営。

活動の効果

○様々な商品を開発し、新たな竹ユーザーを開拓。約４年で設立時より売上を80倍と
した。

○新たな事業展開として竹の抗菌剤の開発をはじめとした持続可能なエシカルなも
のづくりを追求。

○製品の製造販売、竹ＬＡＢＯの運営にあたり組織規模を拡大。従業員数も大幅に増
加し、地域人材の雇用に貢献。

防府市真尾12-1 Ｔｅｌ：0835-36-1522

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県防府市

竹事業を未来に有益な資源として残す事を考え、今後も地域に根ざしたエシカルなも
のづくりの継続に向け、取り組んでいきたい。

～竹を活かし地域と歩むエシカルなものづくり～

か ぶ し き が い し ゃ

高齢者の活躍伝統の継承
ほ う ふ 環境保全（農林

水産業・食品産業）７
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山口県農業協同組合ＦＡＭ Ｓキッチンいわくに

採れたて新鮮な野菜たちです

経 緯

〇山口県東部に位置する岩国市は、
約80％が山林で占められ、瀬戸
内海沿岸部から1,000ｍ超の山地
まで、起伏に富んだ地形となって
いる。山間部は過疎、高齢化が
顕著であり、地域の優良な生産
物が消費者へ届けられず、農業
者の所得も向上しないといった課
題解決のため、販売拠点を設立。

取組内容

○独自の集出荷システムを用い、岩国地域
全域から商品を出荷しやすい体制を整備。

〇店舗まで生産物を持ち込めない生産者の
ため、巡回トラック２台で定期巡回集荷をお
こなっている。

○陳列エリアを生産者に割り当て、自ら創意
工夫（POP掲示など）して販売を展開。

○売り切れなかった商品を子供食堂に提供し、
子供支援、貧困対策など、フードロス解消
にも繋がるＳＤＧｓへの取組を開始。

活動の効果

○令和４年３月末現在、生産者460名が登録（オープン当初の１．２倍増加）。中山間地
域の巡回集荷が活発化したことにより地域限定の希少な農産物も陳列できるようにな
り、農家所得の向上と地域活性化に寄与。

〇岩国市中心部をはじめ、岩国基地関係者、隣接県から来客が延べ100万人超。オープ
ン２年目（令和元年度）に５年後の売上目標を達成。

○子供食堂へ食材提供により子供達が食の大切さ、豊かさに関心を持つことに繋がった。

岩国市多田97番地2 Ｔｅｌ： 0827-44-0831

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県岩国市

標高差を利用した栽培体系により、周年供給や農産物を利用した新たな地域ブランド
加工品開発、生産者自らのイベント開催、郷土料理や伝統野菜を活用した料理教室等
を充実していきます。

～Food And Meet 岩国地域の「食と出会う場所」～

や ま ぐ ち け ん の う ぎ ょ う き ょ う ど う く み あ い ふ ぁ む ず

農福連携
い わ く に

農業

公式SNS ： https://www.facebook.com/fams.kitchen.iwakuni/

′

地産地消

こども食堂提供にかかる調印式です

８
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企業組合河内グランマ

メンバーと南河内の風景

経 緯

○地域で朝市やイベント等活動行
う「南河内むらづくり塾」の女性有
志が平成16年みそ製造を開始。

○県産米粉を使用した商品作りの
提案があり、平成26年に菓子等
を製造する女性グループが発足。

○平成30年度に補助金を活用し、
施設を開設したことを機に２つの
組織を一つになり活動することに
なった。

取組内容

○世代を超えた女性（21～82才）の働く場の
創出。

○地産地消の取組に、岩国市南河内産を中
心に使用しており、米は地元産、山口県産
オリジナル野菜のはなっこりー、地域特産
の岸根ぐり、岩国れんこんなどを使用し「旬
な弁当」シリーズを定期的に販売している。

○地域高齢者への宅配弁当や地域の集まり
への弁当販売を行い、地域に根ざした組織
として活動している。

活動の効果

○世代を超えた女性が地元で働ける場所を創出し、地域に新しい雇用が生まれた。
○地元の食材を活用することで、地元農家の所得にもつながっている。
○高齢化地域で買い物困難者に対し、地域でとれた野菜を使ったおふくろの味の弁当

は非常に喜ばれている。また「河内グランマ」の活動が広がるにつれて地域の知名
度も向上し、イメージアップにつながっている。

岩国市土生32番地3 Ｔｅｌ： 0827-47-2565

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県岩国市

地域に応援されており、地域の方に受け入れられている団体であることを実感し、こ
れからもさらなる発展を目指して活動していきたい。

～地域食材を活用し地域に貢献する女性企業～

き ぎ ょ う く み あ い こ う ち

女性の活躍地産地消
い わ く に

高齢者の活躍

商品

９
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向垰集落協定

新たに導入したドローン 就農見学会でワサビ畑を紹介

経 緯

○地域農業を将来にわたり持続し、農
業生産活動を共同で支え合う体制
整備を行うため、平成12年度から中
山間地域等直接支払制度に取り組
んできた。

○高齢化が進む中、次世代の担い手
確保は重要課題であるため、地域
の後継者を確保や営農継続ための
活動に取り組むことにした。

取組内容

○日本型直接支払を活用し、地域内の農
道や水路の保全活動をはじめ、菜の花
の植え付けや集落入口の花壇整備等
地域の景観向上に取り組んでいる。

○地域の特産であるワサビの後継者確保
の研修等、地域あげて取り組んでいる。

○令和２年度に農業用ドローンを導入し、
水稲の共同防除を行っている。

活動の効果

○平成13年度のほ場整備完了をきっかけに、設立した「（農）むかたお」が主要な担い
手として農地を集積が進んだ。

○令和２年に地域に新たに参入した企業がワサビ栽培を始め、従業員も当地区に定
住し、地域行事や共同作業に積極的に参加するなど協力関係が成り立った。

○農業用ドローン導入により、防除作業の省力化や適期防除が図られた。

岩国市錦町宇佐郷 Ｔｅｌ：（事務局）0827-74-8951

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県岩国市

ワサビに限らず地域をあげて新しい取組や積極的に外部人材を受入る体制を整え、
活気のある向峠地域を目指します。

～子や子孫に自信持って地域の活動・文化を継承～

む か た お し ゅ う ら く き ょ う て い

農村環境・
景観保全スマート農林水産業

いわくに

企業との連帯10

奨励賞
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株式会社 デナリファーム

小学生の課外事業

経 緯

○以前から農業に興味があった
学生時代の友人であり、元海上
自衛官だった二人が令和元年
設立。

○農業で生活するのは無理と諦
めていたが、「こうやったら農業
で生計をたてられるのでは？」
と仮説を立てていくうちに意識も
変わりチャレンジに踏み切った。

取組内容

○問題を問題で解決する取組

「農業従事者の減少や耕作放棄地増加の
問題」と「雇用の場が少ない、定年の年配者
や短時間希望の障がい者」の問題解決。

○地元小学校と農業交流を通じ、食や農業を
トータルで体験することによって「将来に夢を
持つことの大切さ」を発信。

○子供食堂への食材提供や苺のシーズンに毎
月１５日に苺を小学校に差し入れすることで、
農業を身近に感じてもらう取り組み。

活動の効果

○雇用しているスタッフはシフトなしの自由出勤制度で、子育て世代中心には時間の
都合がつけやすく、とても働きやすいと好評。

○スタッフと作業管理のノウハウを蓄積し、将来、定年後の年配者や、障がい者雇用
につなげる基礎を構築。

○子供食堂の食材提供、小学校への毎月１５日のイチゴの差し入れで農業を身近に
感じてもらえた。

岩国市由宇町神東1330番地2 Ｔｅｌ： 0827-93-4037

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県岩国市

継続可能な農業経営の確立を目指し、経営理念の、生産と販売共に安定した売上に努
力し、スタッフ・家族・お客・取引先・会社の五方良しを目指して取り組む。

～障害者労働問題で耕作放棄地問題を解決する～

か ぶ し き が い し ゃ

高齢者の活躍農業
いわくに

農福連携

起業時 農福連携

11
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農事組合法人つかり

ひかりのイチゴ 商品発売イベントで中学生に感謝状贈呈

経 緯 取組内容

活動の効果

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県光市

～特産品の開発で自慢のイチゴと地域をＰＲ～

の う じ く み あ い ほ う じ ん

企業との連携農業
ひかり

６次産業化

○平成14年に、水稲・大豆を主として法人
を設立。

○法人経営の安定化や地域の特産品を
作ろうと、平成26年にイチゴ栽培を開始。

○イチゴを主として地域経済の活性化を目
標に、６次産業化の推進による地域雇
用の創出と「地域を盛り上げたい」という
思いから、イチゴを活用した特産品の開
発をスタート。

○６次産業化
贈答用として販売しているイチゴのう

ち、規格外のイチゴを同法人が運営
する「ツカリベリーズ」で使用し、ケー
キやパフェなどの加工品として販売。

○地域との連携
事業者の特色を活かした、地域や地

元中学生との連携による、新しい特
産品を開発

○新たに開発した「光のいちごと甘酒」のパッケージデザイン案を地元中学校の生徒に
依頼し、市内デザイナーが仕上げるなど、地域が一丸となって取り組むことができた。

○新たな商品の製造・販売により、新聞等で取り上げられ、地域の知名度向上につな
がり売上げが向上し、地域経済への活性化に貢献。

○地元中学生は、地域産業を知るきっかけとなり、地域事業者と交流する機会ができ
たなど、地域への関心・愛着の向上につながった。

光セレクション・周南ものづくりブランドに認定された「光のいちごと甘酒」を、光市の新
たな特産品として全国に発信することで、自慢のイチゴをもっと広め、地域農業の振興
を図り、活力に満ちた魅力あふれる地域社会の実現を目指します。

ツカリベリーズ URL： https://www.facebook.com/tsukariberrys.hikari光市大字束荷1332番地1 TEL ： 0820-48-2514

12
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光市農業振興拠点施設「里の厨（くりや）」

光市農業振興拠点施設「里の厨」 育成研修、収穫体験、開発した新商品

経 緯 取組内容

活動の効果

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県光市

～自然の恵みとふるさとの笑顔を～

ひ か り し の う ぎ ょ う し ん こ う き ょ て ん し せ つ 「 さ と の く り や 」

食育・教育農業
ひかり

地産地消

○光市は平成18年度を地産地消元
年として、学校給食での地場農産
物の活用など「地産地消」を推進。

〇こうした中、安定した流通が可能
となる販売拠点の確立を目指し、
パイロットショップでの実証等を経
て、平成23年にさらなる農業振興
を目指し、生産者と消費者をつな
ぐ場として「里の厨」を整備し、
様々な活動を展開。

〇地場産農林水産物や旬の地元食材を使っ
た農産物加工品等の販売や、持ち込みが困
難な高齢の生産者を対象に集出荷を代行。

○農産物生産技術指導員が生産者に対し、安
全・安心な農産物を生産できるよう推進。

○「里の厨」と周辺農地を活用し、種まきから
収穫までの農業体験研修の実施。

○学校給食センター・里の厨・ＪＡが連携し、給
食に地元産食材を安定的に提供できるよう
体制を強化。

〇令和３年、開設10周年。開設時と比べ、出荷者が約50人増加、月平均の売上げは
４倍、来客数は２倍に増加。累計来場者が令和４年度に250万人を達成。

〇野菜の栽培や病害虫対策を学ぶ教室を年間50回程度開催し、毎回、多くの市民が
参加。農業体験や調理体験を通じて生産者と消費者の相互理解を醸成。

○給食センターとの連携により、米はすべて光市産を使用するなど供給体制を強化す
るとともに、産地等の情報発信を通じて子どもたちへの食育活動推進に寄与。

地場産農林水産物の加工及び販売による地産地消を促進するとともに、地域農業の
振興を通じた地域環境の向上や食農教育の推進及び観光の振興を図り、活力に満ち
た魅力あふれる地域社会の実現に、今後も貢献していきます。

URL ： https://satonokuriya.jp/光市大字束荷2391番地19 TEL：0820-49-0831

13
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農事組合法人 石城の里

ザルビオで収量・品質アップ、農薬・肥料削減 スマート農業の取組
（KSAS搭載コンバイン、ドローン、ラジコン草刈り機）

経 緯

○高齢化により農業従事者が激減し、法
人の利用権設定面積が急拡大。現在、
耕作面積は地域農地の５割に至る。

○地元農大生を雇用し、水稲、小麦、大
豆の３品目による土地利用型農業に
的を絞り、持続可能な農業に挑戦。

○少数精鋭による法人経営、コストダウ
ン化、スマート農業への対応など新た
なチャレンジが始まった。

取組内容

○持続可能な農業への挑戦
① 人材育成プログラムの策定
② 適期適作栽培を遵守し収量アップ。
③ 少数精鋭でスマート農業に挑戦。
④ 10年先のロードマップを作成。
⑤ 地域住民と協力し鳥獣対策を取組。

○関係機関と連携し地域農業を担う人材
の発掘・育成に積極的に取り組む。

活動の効果

○若手農業者３人が法人経営の中核として活躍できるようリーダー制を導入し、経営・
栽培のノウハウを全員が自発的に習得することができたことにより、意欲に溢れ、
やりがいを持って働ける職場環境を構築することができた。

○農業高校のシンポジウムや意見交換会にアドバイザーとして参加。
また、研修を積極的に受け入れ新規就農者の発掘・育成に貢献。

光市大字塩田2613－2 TEL： 0820-48-5220

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県光市

青年農業技術者を中心に「明日につなぐ農業」の実現に向け、ＡＩを活用した土地利
用型農業で、収量アップ・品質アップ・コスト削減に全力でチャレンジ。

～ 中山間地域でＡＩを活用したＳＤＧｓ農業に挑戦 ～

の う じ く み あ い ほ う じ ん い わ き さ と

スマート農林水産業 鳥獣被害防止農業
ひかり
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奨励賞
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特定非営利活動法人 ゆや棚田景観保存会

経 緯

○棚田地域では、高齢化・過疎化の進行
により、耕作放棄地が増え棚田景観の
維持・保全が困難となるなか、長門市
棚田保護条例が制定され、地域での６
次産業化やグリーンツーリズムへの気
運の高まりをきっかけに保存会を設立。

○棚田保全計画を策定し、棚田景観の保
全・継承に取り組んでいる。

取組内容

○「ときめく棚田大作戦」と称し棚田再生
プロジェクトを実行中。棚田にハーブ
や花を植付け、景観保全と６次産業化
や鳥獣害対策など活用方法を模索。

○棚田広場の遊び場設置（単管キュー
ブ・ハンモック）やフォトジェニックの演
出、農産物の供給促進のため、棚田
マルシェを開催。

活動の効果

○棚田や地域資源を活用したイベント（棚田マルシェ）を行い、交流人口や交流事業
が増え、新しい棚田としての付加価値が付いてきた。

○これまでの取組により、クルージングバスツアーの受入が始まるなど、さらなる交流
人口の増加が見込め、地域の活性化につながる。

○ハーブによる６次産業化で、新しいハーブの栽培と栽培面積の拡大を行う。

長門市油谷後畑1766番地 Ｔel：事務局0837-32-2056

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県長門市

棚田の花段広場と菜の花植付耕作放棄地再生（景観保全作業）

～ときめく棚田大作戦！～

な が と

食育・教育

棚田再生プロジェクト「ときめく棚田大作戦」へ引き続き挑戦し、棚田へハーブ等を入
植することで美しい棚田景観を守り、ICTを活用した顧客獲得や情報発信に取り組み、
交流人口の増加を見込む。ハーブを活用した体験ツアーや棚田マルシェの開催など、
都市住民との交流や地域住民の内外交流を更に推進し、地域活性化に繋げたい。

６次産業化
農村環境・
景観保全

た な だ け い か ん ほ ぞ ん か い

URL：http://member.hot-cha.tv/~yuya-tanada/top.html

と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん
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三隅林業研究グループ×長門やきとり横丁連絡協議会

製炭体験（森林環境教育） 灰の有効利用（大学生と協働）

経 緯

○炭の需要低迷と輸入量の増加に
より、農山村で製炭が行われなく
なり薪炭用の里山は荒れ、飲食
店（焼き鳥等）は良質な炭の入手
が困難となった。「長門市を盛り
上げたい」想いから、三隅林業研
究グループと長門やきとり横丁
連絡協議会が協働での製炭を始
めた。

取組内容

○焼き鳥に不可欠な炭を生産するため作業
道や里山の整備、炭窯の修繕等を行い、
炭の生産を開始。

〇長門やきとり横丁連絡協議会が、新型コロ
ナウィルスの影響を大きく受けたことから、
本取組の情報発信に努め、地元の炭を使
う意義を紹介。

○都市住民、地元中学生を対象としてSDGｓ
体験会を実施。

活動の効果

○炭生産に向け、令和２年度から作業道修復９００ｍ、荒れた里山の整備4.1haを行い、
２トンの炭が生産できた。また、移住者５名が活動に参加し、若者を巻き込んだ活動
となった。

○本取組を全国放送、地方報道、全国誌を活用して情報発信を行い、地元の炭を使う
意義を紹介した。

○都市住民、地元中学生を対象としたSDGｓ体験会のアンケート結果より、取り組みを
追究することが経済活動に繋がる可能性を示すことができた。

長門市三隅上447 Ｔｅｌ：0837-43-1170

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県長門市

長門やきとり横丁連絡協議会が求める炭の質と量の需要に応えるため、新たに築窯
を計画するなど事業規模を拡大し、雇用の創出も目指す。地産・地消やSDGｓの意義
を都市住民に対しPRするため、「みすみすみ」のロゴを作成しブランド化を推進する。

～みすみすみ コラボで循環利用に挑戦～

みすみりんぎょうけんきゅう

農商連携里山再生
な が と

森林再生

ながと よこちょううれんらくきょうぎかい
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棚田清流の会

すり鉢状の棚田で稲刈り体験や休耕田に花植え 地域特産品の加工・販売

経 緯

○平成12年に集落点検を行い、予想以上
に高齢者単独世帯や荒廃農地が増加し
ており、将来への危機感が高まったこと
から、将来の地域ビジョン「やすらぎの里
づくり憲章」を策定。自治会で解決できな
い共通の課題に取り組めるよう、平成13
年に全住民を会員とする「棚田清流の
会」を発足。

○平成23年に地域の行動計画「夢プラン」
を策定し、持続可能な地域づくりを展開。

取組内容

○農地・景観の保全
地域住民で休耕田の草刈りや、県
道沿いの休耕田に花を植えた美化
活動を実施。

○都市部住民との交流
中学生の職業体験受け入れによ る
稲刈り作業体験や、フォトコンテスト
を開催。

○地域産品の加工・販売
弁当・お菓子等マルシェで販売。

活動の効果

○コロナの影響により、都市部からの農業体験等の受け入れは、例年どおりまでとは
いかなかったが、工夫しながら活動を行ったことや、「つなぐ棚田遺産」の認定も受け、
地域住民の絆がより一層深まった。

○参加者自らがアイデアを出し、行動できる雰囲気・体制を作り出すことで、「活動に参
加して楽しかった」という充実感が得られ地域を守る意思の浸透に繋がった。

周南市大字中須北784

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県周南市

会結成から20年が経過し、２代目の会長に引き継がれました。この地域に興味を持っ
てもらえる人が増えるよう、様々な手法で地域をアピールし、新たな世代を迎え入れる
など、今後新たな挑戦を行っていきます。

～ くらしがいをみつけられる郷づくり ～

た な だ せ い り ゅ う か い

荒廃農地対策
農村環境・
景観保全

https://ja-jp.facebook.com/seiryuunokai/

棚田保全
しゅうなん
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株式会社 かの高原開発

鹿野和紅茶の開発担当者 手摘みで摘み取った茶葉を農福連携によりパック

経 緯

○平成８年、鹿野地区の観光の興
隆・地域の活性化のため周南市
の第三セクターとして設立。

○せせらぎ･豊鹿里パーク「鹿野
オートキャンプ場」、「石船温泉憩
の家」の２施設において、地域の
方々と都市との交流を促進。

○農業部門は特産物の生産を行っ
ている。

取組内容

○伝統の継承：鹿野のお茶は、室町時代から
の歴史があり、現在も庭先等に自生。手摘
みされた茶葉を「鹿野和紅茶」に加工。

○農福連携：周南市、（福）鹿野福祉会・ふれ
あい作業所「鹿音」と連携し、鹿野和紅茶
のティーバックを製造。

○耕作放棄地対策：高齢化により荒廃が続く
農地を保全するため、そばを栽培し、そば
の商品開発を行い、石船温泉憩の家でそ
ば料理の提供やそば商品を販売。

活動の効果

○鹿野和紅茶により、お茶文化の復興や、鹿野地域の経済の循環と共に鹿野茶を見
直すきっかけになった。

○鹿野地域の高齢者が自宅近所等の茶葉を摘んで、石船温泉憩の家のサロンに届
けることで、高齢者の介護予防と外出を促すことができた。

○農福連携による鹿野和紅茶のティーバック製造で障害者雇用の拡大に貢献し、鹿
野和紅茶は周南市の農福連携商品として、ふるさと納税返礼品に選定された。

周南市大字鹿野上3516 TEL： 0834-68-1234 URL ： https://kanokougen.com

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県周南市

鹿野地域に眠る茶の木を呼び起こし、地域の人々と新たなお茶文化の歴史を創れる
よう、地域固有のお茶文化の復興と次世代への継承を目指し、中山間地域の産業発
展と雇用拡大へ繋げるため、販路をもっと拡大し山口県の特産品となるよう目指します。

～特産品開発で地域と共に未来の宝づくり～

か ぶ し き が い し ゃ こ う げ ん か い は つ

伝統の継承
しゅうなん

農福連携18
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株式会社つなぐファーム 農事組合法人 杵崎の里

山口放牧牛セット「食べるJAPAN2022」認定広大な土地を活用し自然に近い環境での肥育

経 緯

○安心安全な食材提供に向けて、地
元で生産から加工まで一貫して行
う取り組みの重要性が増す中、地
域では農地の荒廃が進行。

○１次産業の活性化による地域の活
力・魅力の創出を目指し、平成30
年に（株）つなぐファームを設立。
（農）杵崎の里と提携し、６次産業
化に取り組むとともに、耕作放棄
地の再生にも貢献。

取組内容

○（株）つなぐファームは、 （農）杵崎の里の
協力を得ながら、山口型放牧（※）による
肉用牛の肥育を行い、肥育された肉用牛
は『山口放牧牛』として系列の焼肉店や通
信販売で提供。

○（農）杵崎の里は、放牧に加え、放牧が困
難な耕作放棄地での柑橘栽培を行うなど、
耕作放棄地の再生利用を推進。

※転作田や耕作放棄地などに電気牧柵等を
設置して牛を放牧する手法

活動の効果

○（株）つなぐファームと（農）杵崎の里の提携により、『山口型放牧』をベースとした放
牧肥育の管理体系を確立。『山口放牧牛』を展開することで６次産業化の基盤を確
保。

○今後は、販路の確保、拡大による雇用の創出や所得向上に加え、飼養頭数の拡大
による耕作放棄地の解消・発生防止にも期待。

周南市新町2-14 Ｔｅｌ： 0834-32-5115

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県周南市、山口市

今後もつなぐファームと杵崎の里が関わる全ての「縁」、「つながり」を大切にして、地
域の活力の活性化、魅力の発信をつづける。

～地域・時代・人・想い・様々な『縁』をつなぐ～

か ぶ し き か い し ゃ の う じ く み あ い ほ う じ ん き さ き さ と

農村環境・
景観保全

６次産業化
しゅうなん

企業との連携
やまぐち
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有限会社福田フルーツパーク

農薬使用量20％削減した、ぶどうの観光農園 各種自然体験や外国人の受け入れ

経 緯 取組内容

○平成18年から夏休みの自然体験宿泊イベ
ント「いなかの学校」を実施。2日～3日の期
間で小学生約30人を受入。

○平成21年からNGO団体「WWOOF」を通じ、
世界中から外国人農業体験の受け入れを
実施している。

○平成23年から自然とふれあうことを目的に、
森のアーチェリー、ツリークライミングを開始。

○平成27年からバーベキューの飲食営業を
開始し、最大1日150人を受入。

活動の効果

○エンターテイメントな観光農園を目指し、地域資源の発掘及び情報発信を率先して
行ってきた結果、自然体験やバーベキューを目的とした来訪者が年々増加し、都市
農村交流と須金地区の活性化につながっている。

○地域全体の魅力を向上したことから、新規就農者も増加し、16農園の園主の平均年
齢は40歳代となり、観光農園の経営承継も順調に進んでいる。

周南市須万2780番地 TEL ： 0834-86-2138

応募団体からのアピール・メッセージ

山口県周南市

エンターテイメントな観光農園を目指し、夜間のライトアップや宿泊設備の拡大など、
ナイトタイムツーリズムの充実を図っていき、隣接する観光農園との連携強化やイチ
ゴ栽培などの新たな産地形成、肥料・農薬低減にも取り組み、安全・安心な果物を提
供していきます。

～ 明るく 楽しく 美しく、安全な農業を目指して ～

ゆ う げ ん が い し ゃ ふ く だ

環境保全
農村環境・
景観保全

しゅうなん

農村文化体験

○山口県周南市の北部に位置する
須金地区は、ぶどう・梨の産地で
あり、40年以上続く観光農園が団
地化（16戸）し、秋には県内外から
の観光客で賑わいを見せている。

○平成22年、現代表に経営移譲した
ことを契機に、消費者ニーズや時
代の変化に柔軟に対応できるよう
様々な取組を開始。

URL： https://www.fukuda-fp.com/
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